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7．水環境若手研究・実務者育成基金による学術育成補助
　  事業による助成報告

第 17回日本水環境学会シンポジウム
（2014年 9月 8日 -10日，滋賀県立大学）

福岡市保健環境研究所　戸渡　寛法

　この度は，平成 26 年度日本水環境学会九州沖

縄支部による学術研究補助事業による助成を賜り，

誠にありがとうございました。本助成金は，平成

26 年 9月 8日から 10 日までの 3日間で滋賀県立

大学にて開催されました第 17回日本水環境学会シ

ンポジウムへの参加に係る旅費に使用させていた

だきました。

　本シンポジウムでは，「福岡市内の公共用水域お

よび底質中の DDT に関する調査結果」という題名

で研究発表を行いました。

　DDT 類は過去に殺虫剤として多用されていまし

たが，環境残留性や生体毒性等から使用・販売が

禁止され，内分泌かく乱作用も指摘されています。

福岡市では，環境中の残留状況調査のため，公共

用水域の水質および底質中の DDT 類のモニタリン

グを行っており，本シンポジウムにおいては経年

変化や地点間の相違，異性体の存在状況等につい

て発表いたしました。発表後はさまざまなご意見・ご質

問をいただき，非常に有意義な経験となりました。また，

本シンポジウム中に開催された特別講演「いま，求めら

れる水環境とは？～滋賀県・琵琶湖からのメッセージ～」

および現地見学会では，日本でも特殊な水環境にある琵

琶湖に関して，その歴史に触れ，水環境を守るために活

動されている地域団体の方々との交流を経て，地域の特

性に応じた調査研究や地域に根ざした環境啓発活動の重

要性を改めて認識することができ，通常の研修等では得

られない素晴らしい体験となりました。

今後も先輩研究者の方々や地域の方々との交流を深めな

がら，美しい水環境の維持に貢献できるよう，研究の発

展に努めていきたいと思います。本補助がより多くの若

手研究者および実務者の育成に寄与され，水環境研究の

さらなる発展につながりますことを，心よりお祈り申し

上げます。

写真　現地見学会において，家棟川流域観光船（NPO法人）の船上で，

　　　琵琶湖環境科学研究センターの方が生物調査のための投網の実

　　　演を行っている様子。
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8．プロジェクト研究支援補助報告

佐賀の水環境を探ろう
佐賀大学　山西　博幸

　2014 年 7 月 11 ～ 12 日の両日にわたって、低

平地研究会水専門部会が主催し、日本水環境学会九

州沖縄支部および佐賀大学低平地沿岸海域研究セン

ターとの共催で、水辺環境に関わる講演会と現地見

学会を実施しました。特別講演会には 30名、見学

会には 13名の参加者を得ました。講演および現地

説明の講師には、九州大学大学院農学研究院・鬼倉

徳雄先生をお招きし、九州の淡水・汽水域の生態系

の現状についてわかりやすくご講演いただきまし

た。講演では、佐賀平野のクリークに生息する絶滅

危惧種・カワバタモロコをはじめとした種々の魚類

生息の現状と人為的な影響を指摘されました。また、

翌日の現地見学会では、鬼倉先生の投網で捕獲した

アリアケスジシマドジョウや金色のカワバタモロコ

を直に観察し、参加者一同、驚きの連続とともに、

水辺環境を再度考える良い機会を得ることができま

した。

写真　講演会の様子 写真　バス見学会参加者での記念撮影

第 9回低平地に関する国際シンポジウム（ISLT2014）
佐賀大学　山西　博幸

　2014 年 9 月 29 日、30 日、10 月 1 日の 3 日間

にわたり、佐賀大学にて低平地に関する国際シンポ

ジウム（ISLT2014）を開催され、日本水環境学会九

州沖縄支部は前回の開催に続き、共催として参画い

たしました。本シンポジウムは、佐賀大学低平地沿

岸海域研究センターが事務局を務める International	

Association	of	Lowland	Technology（国際低平地研

究協会）の主催で隔年企画しており、今回が第9回で、

123 編の論文が投稿され、15 カ国 157 名の参加が

ありました。

開会式では、佛淵学長の祝辞、M.	R.	MadhavIALT 会

長（インド工科大学名誉教授）、荒木宏之 ISLT 実行委

員長（佐賀大学教授）による挨拶がなされ、低平地

に関連する著名な研究者による講演「Miura	Lecture」

では、Dr.	F.	H.	M.	Van	de	Ven（デルフト工科大学

名誉教授）による「Water	and	climate	resilience	of	

lowland	cities」と題した講演のほか、2日目には低

平地の水管理や都市計画についてそれぞれのご専門

である佐賀大学名誉教授・古賀憲一および外尾一則

両先生による基調講演も行われました。
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また、低平地の「地盤」「水」「都市」の各専門分野に分

かれた研究発表のセッションでは、4会場において活発

な質疑応答がなされ、本シンポジムの優秀な研究発表を

行った若手研究者に Best	Presentation	Award が贈られ

ました。さらに、2日間の研究発表がなされた翌日 10

月 1 日には、現地見学ツアーが企画され、佐賀市にあ

る洪水調整のための巨瀬川調整池、軟弱地盤上に建設さ

れている有明海沿岸道路の建設現場、歴史的町並みを残

す肥前浜宿の見学が行われました。なお、次回 2016 年

はインド・バンガロー（予定）で開催されることとなっ

ており、九州沖縄支部の会員の参加を強く熱望いたしま

す。

写真　開会式、会場風景、現地見学会の様子

写真　集合写真
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9．平成 27年度九州沖縄支部水環境若手研究・実務者育成基
　  金による学術研究補助（上半期募集）について

目							的：	九州・沖縄地区在住の水環境若手研究者及び実務者の育成および研究発展に資するための学術研究補助を行う。

　　　						本補助により、次世代の担い手である若手研究者及び実務者の発掘およびさらなる発展に寄与する。	

公募対象：	応募対象は、原則として（公社）日本水環境学会における正会員（九州支部会員）資格を 2年以上有する者で、

																主として水環境に関する調査・研究を実施している国内の 45歳まで（平成 27年 3月 31日の時点）の若手研

																究者及び実務者を対象とする。ただし、すでに本研究補助を受けた者は、当該年度を含めた 5年間は応募でき

																ないこととする。	

募集内容：	国内（年会等）発表補助、国外（IWA	関連会議等）発表補助、個人研究補助、出版補助等	

申請方法：	

(1)	申請は所定の様式に従って行う（お問い合せください）。	

(2)	応募時期および応募期間は以下の通りとする。	

																											平成 27 年 6月 15日～平成 27年 7月 21日（消印有効）	

(3)	申請内容は、本補助の目的を十分に理解し、原則的に単年度で実施可能な内容とする。	

(4)	研究代表者としての年度毎の申請は、原則 1件とする。

報		告		書	：	水環境学会九州支部研究発表会における発表	

補助金額：	１件あたり 20	万以内を目処（補助対象内容により変動）	

選考方法：	別途定める選考委員会にて選考を行い、一ヶ月以内に直接申請者本人宛に結果を通知します。	

募		集		枠：	年間補助総額 30万円、5人を上限とする。	

問い合わせ・書類提出先：	

〒 860-8555	熊本市中央区黒髪 2丁目 39-1	

熊本大学工学部	社会環境工学科	

川越	保徳（かわごし	やすのり）	

e-mail:	goshi ＠ kumamoto-u.ac.jp
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10．平成 26年度支部収支報告並びに平成 27年度支部収支（案）
収支計画書（九州沖縄支部）

（平成 26年 4月 1日から平成 27年 3月 31日まで）
１一般会計

(1) 収入の部

科　　　　目
H26 予 算 額

(a)

H26決算額

(b)
差額 (b-a) 備　　　考

講演会参加費収入 100,000	 75,000	 -25,000	支部研究発表会収入　千円×

75人
本部より活動費収入 248,000	 246,000	 -2,000	支部活動費
雑収入 0	 262	 262	利子
当期収入合計	 348,000	 321,262	 -26,738	
前期繰越金 1,895,073	 1,895,073	 0	
収	入	合	計	 2,243,073	 2,216,335	 -26,738	

（単位：円）

科　　　　目
H26 予 算 額

(a)

H26決算額

(b)
差額 (b-a) 備　　　考

支部総会開催費 150,000	 337,634	 187,634	
講演会開催費（支部発表会） 450,000	 633,761	 183,761	支部研究発表会要旨集代等
第９回低平地に関する国際シンポジ

ウム ISLT2014

50,000	 50,000	 0	

見学会開催費 100,000	 0	 -100,000	シリーズ講習会開催
水環境総合指標研究補助事業 50,000	 11,191	 -38,809	H26.6.17 実施 ( 遠賀川）
若手研究者学術研究補助事業 300,000	 70,000	 -230,000	福岡市保健環境研究所　戸渡氏
支部研究発表会優秀講演者表彰事業

「水環境貢献賞」表彰事業

「学術奨励賞」表彰事業

「学術賞」表彰事業

250,000	 40,800	 -209,200	

役員会等開催費 210,000	 102,146	 -107,854	H26.12.6 第１回役員会
支部HP関係費 70,000	 65,081	 -4,919	保守費用等
ニューズレター経費 10,000	 0	 -10,000	ニューズレター印刷・発送費用

等
予備費 603,073	 14,942	 -588,131	事務用品等
（支部後援事業補助） 10,324	 10,324	H26.7.11 低平地見学会バス代

補助
当期支出合計	 2,243,073	 1,335,879	 -907,194	

(2) 支出の部 （単位：円）
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平成 27年度水環境学会九州沖縄支部収支（案）

科　　　　目 金額（円） 備　　　考
事業参加費収入等 100,000	九州沖縄支部研究発表会等
本部より活動費収入 246,000	H26 実績
当期収入合計	 346,000	
前期繰越金 880,456	H27.3.31 現在
収	入	合	計	 1,226,456	

(1)	収入の部

科　　　　目 金額（円） 備　　　考
支部総会開催費 150,000	役員旅費・総会はがき代等
講演会開催費（支部発表会） 400,000	支部研究発表会要旨集代等
見学会等開催費 30,000	行事未定
水環境総合指標研究補助事業 30,000	水環境健全性評価調査（2回程度・行事未定 )
若手研究・実務者育成基金 300,000	年 2 回募集
支部研究発表会優秀講演者表彰事業

「水環境貢献賞」

「学術奨励賞」

「学術賞」

100,000	過去実績反映

役員会等開催費 120,000	役員会旅費等
支部HP関係費 70,000	保守費用等
予備費 26,456	事務費ほか
当期支出合計	 1,226,456	

(2)	支出の部
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11．平成 27年度水環境学会九州沖縄支部役員

役　職 氏　名 所　属 職　名 担　当

支部長 山西 博幸 佐賀大学低平地沿岸海域研究センター 教 授 研究助成（副）

副支部長 川越 保徳 熊本大学大学院自然科学研究科 教 授 研究助成 ( 主 )

評議員 有園 幸司 熊本県立大学環境共生学部食健康科学科 教授

評議員 内田 雅也 瑞輝科学生物 ( 株 ) 主任研究員

評議員 鬼倉 徳雄 九州大学大学院農学研究院動物資源科学部門 助 教

評議員 門上 希和夫 北九州市立大学国際環境工学部エネルギー循環化学科 教 授

評議員 金子 好雄 東海大学工学部 准教授

評議員 椛田 聖孝 東海大学農学部 教 授

評議員 石橋 融子 福岡県保健環境研究所 専門研究員 ニューズレター

評議員 鈴木 祥広 宮崎大学工学部社会環境システム工学科 教 授

評議員 高梨 啓和 鹿児島大学大学院理工学研究科 化学生命・化学工学専攻 准教授

評議員 寺嶋 光春 北九州市立大学国際環境工学部エネルギー循環化学科 講師

評議員 中野 拓治 琉球大学農学部地域農業工学科 教 授

評議員 古川 隼士 国立高専機構大分高専都市・環境工学科 助 教

評議員 前田 憲成 九州工業大学大学院生命体工学研究科 准教授 九州沖縄支部 HP

評議員 宮城 俊彦 前沖縄県衛生環境研究所 前所長

評議員 安井 英斉 北九州市立大学国際環境工学部エネルギー循環化学科 教 授 支部表彰

評議員 安元 純 琉球大学農学部地域農業工学科 助 教

評議員 渡辺 亮一 福岡大学工学部社会デザイン工学科 准教授

幹 事 濱 武英 熊本大学大学院自然科学研究科 准教授 年会

幹 事 山田 真義 国立高専機構鹿児島高専都市環境デザイン工学科 准教授 研究助成（副）

幹 事 田辺 智子 福岡市環境局保健環境研究所 主任研究員 会計

監 事 西留 清 国立高専機構鹿児島高専都市環境デザイン工学科 教 授 研究助成（副）

監 事 久場 隆広 九州大学大学院工学研究院環境都市部門 教 授

顧 問 古賀 実 熊本県立大学 学 長

顧 問 古川 憲治 熊本大学 名誉教授
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